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「
市
民
と
し
て
意
見
を
言
え
る
場
で

良
か
っ
た
」「
他
の
参
加
者
の
意
見
が

参
考
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
あ
る

一
方
、「
前
回
の
意
見
へ
の
回
答
が
な

い
」「
意
見
や
要
望
が
そ
の
後
ど
う
扱

わ
れ
る
の
か
分
か
り
に
く
い
」
と
の

指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加

者
の
60
代
、
70
代
が
全
体
の
77
％
を

占
め
、
若
い
世
代
や
女
性
な
ど
、
よ

り
多
様
な
市
民
が
参
加
し
や
す
い
運

営
の
在
り
方
を
検
討
す
る
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

　
市
民
と
語
る
会
は
、
開
催
す
る
こ
と

自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
参
加
人
数

だ
け
で
会
の
成
否
を
判
断
せ
ず
、
多

様
な
市
民
が
参
加
で
き
た
か
、
十
分

に
発
言
で
き
た
か
も
検
証
し
な
が
ら
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
声
を
議
会
と
し

て
受
け
止
め
、
今
後
の
調
査
や
政
策
提

言
に
つ
な
げ
、
そ
の
結
果
を
市
民
に
返

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
後

も
開
催
時
間
や
進
行
、
テ
ー
マ
設
定

な
ど
を
工
夫
し
、「
報
告
す
る
場
」
か

ら
「
対
話
し
、受
け
止
め
、返
す
場
」
へ
、

さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
本
市
議
会
は
、
議
会
と

語
る
会
で
の
市
民
要
望
や

提
言
を
14
項
目
に
ま
と
め
、

９
月
29
日
に
佐
々
木
拓
市

長
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　
佐
々
木
市
長
は
「
庁
内

で
内
容
を
確
認
し
、
対
応

を
協
議
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
陸
前
高
田
市
議
会
の
「
議
会
と
語

る
会
」
は
、７
月
14
日
か
ら
31
日
ま
で
、

市
内
11
地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。
15

人
の
議
員
を
３
班
に
分
け
、
議
会
の

活
動
や
予
算
等
の
資
料
、
各
常
任
委

員
会
の
取
り
組
み
を
説
明
し
、
地
域

の
課
題
や
市
政
全
般
に
つ
い
て
市
民

と
意
見
交
換
。
計
１
７
２
人
の
参
加

で
、
地
区
別
で
は
10
人
未
満
の
地
区

が
４
地
区
あ
っ
た
一
方
、「
少
人
数
だ

か
ら
こ
そ
気
楽
に
話
せ
た
」
と
の
声

も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
は
、
道
路
・
河
川
の
維

持
管
理
や
ク
マ
対
策
、
空
き
家
、
学

校
の
統
廃
合
、
未
給
水
地
域
へ
の
対

応
、
漁
港
整
備
や
漁
業
振
興
、
人
口

減
少
、
企
業
誘
致
、
地
域
行
事
の
継
承
、

防
災
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、

暮
ら
し
に
直
結
す
る
幅
広
い
意
見
や

要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
地
域
ご
と
に
事
情
は
異
な
り
ま
す

が
、
市
民
の
声
に
は
、
議
会
が
今
後

取
り
組
む
べ
き
課
題
が
具
体
的
に
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
は
、
内
容
を
整
理

主
な
要
望
事
項

⃝
 

ク
マ
・
有
害
鳥
獣
対
策

⃝
 

道
路
整
備
・
支
障
木
対
策

⃝
 

学
校
教
育
・
統
廃
合
・
暑
熱
対
策

⃝
 

公
共
施
設
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
整
備
・
運
営

⃝
 

産
業
・
企
業
誘
致
・
道
の
駅
・
新
施
設
活
用　
な
ど
14
項
目

し
、
取
扱
方
針
を
４
つ
に
分
け
、
市
長

に
申
し
入
れ
る
も
の
、
議
会
内
の
特

別
委
員
会
で
調
査
す
る
も
の
、
総
務
・

教
育
民
生
・
産
業
建
設
の
常
任
委
員

会
で
調
査
す
る
も
の
、
そ
の
他
の
意

見
と
し
て
今
後
の
議
会
活
動
の
参
考

と
す
る
も
の
に
分
類
し
、
必
要
な
調

査
や
確
認
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
か
ら
頂
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
１
５
３
人
か
ら
回
答
が
あ
り
、
回
収

率
は
89
％
で
し
た
。
満
足
度
で
は
肯

定
的
な
評
価
が
過
半
数
を
占
め
、
否

定
的
な
評
価
は
１
割
未
満
で
し
た
。

議会と語る会開催

市
長
へ
申
し
入
れ

　
議
会
と
語
る
会
の
市
民
要
望

市内11地区で

報告書の詳細
はこちらから
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繰入金
21億492万円
（12%）

市税
19億5943万円
（11%）

繰越金
4億5277万円（3%）

地方交付税
53億3251万円
（31%）

国庫支出金
25億5872万円
（15%）

県支出金
12億8213万円（7%）

市債
16億3180万円
（9%）

寄附金
9億1477万円（5%）

その他自主財源
5億7131万円（3%）

その他依存財源
7億4541万円（4%）

依存財源
国・県・借入金に頼るお金

115億5057万円

自主財源
市で集めるお金

60億320万円

市民税、固定資産税
など、市民の皆さん
から納められた税金

前年度から繰り
越したお金

使用料手数
料など

地方自治体間の格差を
なくすため、国から交付
されたお金

県からの補助金

国からの補助金

国や銀行から借りたお金

利子割交付金など

特別会計や基金から
繰り入れたお金

収入（歳入）

175億
  5377万円

ふるさと納税
等でいただい
たお金

物価高騰対策を展開
令和７年度

決 算

会計区分

歳　入
歳　出

翌年度へ繰り越すべき財源
実質収支額

175億5377万円
163億3855万円

9421万円
11億2101万円

19億7492万円
19億5821万円

ー
1671万円

一般会計 国民健康保険
（事業勘定）

1億7077万円
1億7077万円

ー
0円

国民健康保険
（診療施設勘定）

3億207万円
3億207万円

ー
0円

後期高齢者医療

25億1375万円
23億9192万円

ー
1億2182万円

介護保険
（保険事業勘定）

2417万円
2417万円

ー
0円

介護保険
（介護サービス事業勘定）

特　　別　　会　　計
一
般
・
特
別
会
計

収　入
支　出

3億9307万円
6億2113万円

10億4114万円
7億3084万円

5658万円
4億4029万円

資本的収支
5億8488万円
5億4795万円

収益的収支
水 道 会 計 下 水 道 会 計

収益的収支 資本的収支
企
業
会
計

プレミアム商品券発行や水道基本料金の引き下げなど

認
定

総務費
32億2236万円
（20%）

民生費
37億9523万円
（23%）

衛生費
11億2577万円
（7%）

土木費
24億3136万円
（15%）

消防費
8億1119万円（5%）

教育費
16億7467万円
（10%）

公債費
13億1277万円
（8%）

その他 3億5377万円（2%）

農林水産業費
10億9472万円（7%）

商工費
5億1671万円（3%）

ふるさと納税活用事業、
職員研修事業や庁舎の
維持管理などにかかった
お金

ふるさと納税活用事業、
職員研修事業や庁舎の
維持管理などにかかった
お金

農業・林業・漁業
の振興、維持に
かかったお金

予防接種・検診・ごみ処理
などにかかったお金

商業・工業の振興、
維持にかかったお金

道路や河川の
整備・維持に
かかったお金

消防署・消防団
の活動にかかっ
たお金

給食や小中学校、
スポーツ設の維持
管理にかかったお金

市債として借りた
お金の返済など

支出（歳出）

163億
 3855万円

　第３回定例会は、９月３日から９月29日まで27日間で行いました。
　市当局から提出された報告３件、人事案５件、執行前提案２件、条例案６件、補正予算案２件、決算案６件
を原案通り可決・認定しました。このうち、令和７年度の本市一般会計、歳入１７５億５３７７万円、歳出１６３
億３８５５万円の決算を審査した決算等特別委員会では、基金について、予算執行の在り方についてなど、
事業別ごとに当局を質しました。（詳細は６ページ）
　また、一般質問には10人が登壇し、市政全般にわたり論戦が展開されました。
　最終日には、追加提案２件があり、このうち教育長の任命については賛成少数で不同意としました。また、
意見書を求める請願は、付託された教育民生常任委員会の報告のとおり採択され、委員会発議として意見
書が提出され、原案通り可決しました。（詳細は15ページ）

物価高騰対策を展開
一般会計歳出
163億3855万円

令和４年度令和３年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

264億5227万円 243億7164万円
177億4150万円 169億7938万円 163億3855万円

5年間の一般会計当初決算額の推移

認
定
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〈質疑〉

増
え
て
い
る
こ
と
が
原
因
。

問
　
区
画
整
理
地
内
の
か
さ
上

げ
地
な
ど
、
資
産
価
値
に
見
合

う
固
定
資
産
評
価
額
の
見
直
し

を
行
っ
て
は
。

答
　
令
和
９
年
度
の
評
価
替
え

で
金
額
を
見
て
い
き
た
い
。

問
　
令
和
３
年
度
の
収
入
未
済

額
と
比
較
し
、
７
年
度
は
倍
増

し
て
お
り
、
看
過
で
き
る
状
態

に
な
く
、
改
善
は
。

答
　
市
営
住
宅
の
入
居
者
と
の

直
接
の
面
談
に
お
い
て
は
、
昨

今
の
物
価
高
な
ど
で
生
活
が
苦

し
く
、
支
払
え
な
い
入
居
者
が

多
い
。
分
割
で
も
継
続
的
な
支

払
い
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問
　
公
平
性
を
考
え
れ
ば
、
何

ら
か
の
手
立
て
は
な
い
の
か
。

答
　
高
額
な
未
払
い
や
、
悪
質

な
場
合
は
法
的
措
置
を
含
め
て
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
市
税
の
滞
納
が
増
え
て
い

る
理
由
は
。

答
　
倒
産
や
、
生
活
困
窮
者
が

決算等特別委員会

令和７年度の一般会計及び各種特別会計の決算案は、本定例会会期中の決算等特
別委員会（藤倉泰治委員長）で３日間の審査をしました。
その中から質疑の一部を紹介します。

家賃の悩みは早めに相談を

決算審査ここが
聞きたい

市
税
の
滞
納
額
が

増
え
て
い
る
の
は
？

家
賃
滞
納
の
改
善
は
？

評価額の見直しが必要な区画整理地内

問
　
コ
ミ
セ
ン
職
員
の
人
件
費

基
準
額
は
６
２
０
０
円
で
、
令

和
３
年
度
か
ら
据
え
置
か
れ
て

い
る
が
増
額
は
。

答
　
地
域
交
付
金
の
事
務
費
と

合
わ
せ
て
人
件
費
基
準
額
も
検

討
す
る
。

問
　
松
く
い
虫
被
害
が
広
が
り
、

特
に
海
岸
部
に
枯
死
し
た
木
が

目
立
つ
。
対
応
は
ど
う
か
。

答
　
市
有
林
内
の
枯
死
木
は
、

危
険
性
な
ど
に
応
じ
て
伐
採
を

行
っ
て
い
る
。

問
　
魚
つ
き
保
安
林
で
の
伐
採

や
伐
採
後
の
対
応
は
。

答
　
保
安
林
を
管
轄
す
る
県
と

事
前
確
認
や
情
報
共
有
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

問
　
登
録
や
利
用
の
問
い
合
わ

せ
件
数
は
ど
れ
く
ら
い
来
て
い

る
の
か
。

答
　
委
託
先
は
除
き
、
市
に
月

に
５
件
程
度
の
相
談
は
来
て
い

る
。

問
　
問
い
合
わ
せ
の
段
階
で
、

断
る
よ
う
な
事
例
は
あ
る
の
か
。

答
　
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
で

一
番
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
の

が
、
相
続
関
係
。
市
に
相
談
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
ま
ず
相
続

手
続
き
を
済
ま
せ
る
よ
う
に
回

答
し
て
い
る
。

空
き
家
活
用
は
？

利用率が高い米崎コミセン

大型化・高額化する農機具

空き家の利活用を

問
　
農
業
機
械
が
高

額
化
し
て
い
る
が
、

補
助
額
の
引
き
上
げ

や
ト
イ
レ
な
ど
対
象

設
備
の
拡
大
は
。

答
　
今
後
、
他
の
制

度
と
と
も
に
検
討
し

た
い
。

問
　
た
か
た
の
ゆ
め

の
普
及
拡
大
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
の
専

業
農
家
だ
け
で
な
く
、

兼
業
農
家
へ
も
普
及

に
努
め
る
。

農
業
機
械
・
設
備
へ
の
補
助
は
？

コ
ミ
セ
ン
職
員

人
件
費
は
？

海
岸
部
で
の

松
く
い
虫
対
応
は
？

枯死した木が目立つ広田崎
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問問
地
域
活
動
を
担
う
町
内
会

地
域
活
動
を
担
う
町
内
会

や
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
推
進
協

や
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
推
進
協

議
会
が
役
員
の
な
り
手
不
足
な
ど
、

議
会
が
役
員
の
な
り
手
不
足
な
ど
、

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
行
政

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
行
政

と
の
パ
イ
プ
役
で
も
あ
る
自
治
会
へ

と
の
パ
イ
プ
役
で
も
あ
る
自
治
会
へ

の
支
援
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

の
支
援
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。
る
か
。答

本
年
度
か
ら
新
た
な
自
治
会

の
在
り
方
な
ど
を
具
体
的
に

模
索
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
支
援
事
業
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
自
治
会
の
運
営

状
況
や
事
務
負
担
の
把
握
、
持
続
可

能
な
自
治
会
運
営
の
た
め
に
改
善
で

き
る
こ
と
の
洗
い
出
し
を
進
め
て
い
る
。

事
業
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
今
後

の
自
治
会
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
の
望

ま
し
い
形
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

外
国
人
観
光
の
対
策
は

問問
外
国
か
ら
「
み
ち
の
く
潮
風

外
国
か
ら
「
み
ち
の
く
潮
風

ト
レ
イ
ル
」
な
ど
に
訪
れ
る

ト
レ
イ
ル
」
な
ど
に
訪
れ
る

観
光
客
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
を
ど
の

観
光
客
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
を
ど
の

よ
う
に
受
け
入
れ
る
か
。

よ
う
に
受
け
入
れ
る
か
。

答
ネ
ッ
ト
上
の
「
高
田
旅
ナ
ビ
」

に
ト
レ
イ
ル
専
用
ペ
ー
ジ
の

英
語
版
を
作
成
し
、
外
国
人
ハ
イ
カ
ー

向
け
の
情
報
発
信
を
強
化
す
る
。
ま

た
、
市
内
の
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
を
掲
載

し
た
英
語
版
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す

る
な
ど
、
本
市
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行

者
の
誘
客
と
市
内
周
遊
を
促
し
、
滞
在

時
間
の
延
長
や
観
光
消
費
の
拡
大
に
つ

な
げ
る
。
さ
ら
に
、
本
市
な
ら
で
は
の

魅
力
を
生
か
し
た
受
け
入
れ
環
境
と
観

光
商
品
の
充
実
に
取
り
組
む
。

鵜
うのうら

浦　昌
まさなり

也
（創生会）

自
治
会
活
動
ど
う
支
え
る

　
支
援
事
業
を
通
し
て
検
討
中

我が市政を
問う！

鵜
浦
昌
也

（
創
生
会
）

市
民
の
健
康
維
持
増
進
に
向
け
た
取
り
組
み

観
光
振
興

自
治
会
が
抱
え
る
課
題

伊
勢
　

純

（
日
本
共
産
党
）

養
殖
漁
業
の
残
渣
処
理

農
福
・
水
福
連
携

陸
前
高
田
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例
の
活
用
策

米
価
下
落
対
策
と
農
業
者
支
援

大
坪
涼
子

（
日
本
共
産
党
）

東
日
本
大
震
災
の
伝
承
、
防
災
教
育
と
ま
ち
づ
く
り

今
後
の
市
内
各
地
区
の
道
路
整
備
や
維
持
管
理
の
進
め
方

大
和
田
加
代
子
高
校
再
編
と
魅
力
化

脱
炭
素
先
行
地
域
の
取
り
組
み

伊
藤
明
彦
市
長
任
期
中
の
成
果
と
課
題

矢
作
地
区
公
共
施
設
整
備
に
係
る
遅
れ

小
中
学
校
の
適
正
規
模
化

佐
々
木
良
麻

（
と
う
ほ
く
未
来
創
生
）
犯
罪
被
害
者
支
援

生
成
Ａ
Ⅰ
の
活
用

藤
倉
泰
治

（
日
本
共
産
党
）

令
和
８
年
熊
本
地
震
被
災
地
支
援

防
災
大
学
校
（
仮
称
）
誘
致
と
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

国
の
政
策
動
向
と
本
市
の
対
応

佐
々
木
一
義
防
災

健
康
寿
命

交
流
人
口
増
加

地
域
経
済

菅
野
広
紀
農
業
振
興
策
と
担
い
手
の
確
保

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と
地
区
別
目
標(

計
画)

災
害
対
応
と
市
長
及
び
災
害
対
策
本
部
の
役
割

木
村
　

聡

（
と
う
ほ
く
未
来
創
生
）
地
元
出
身
者
を
軸
と
し
た
関
係
人
口
政
策
の
考
え
方

部
活
動
の
地
域
移
行
に
お
け
る
指
導
者
の
確
保

介
護
事
業
所
の
人
手
不
足
の
影
響
と
次
期
陸
前
高
田
市
高
齢

者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
へ
の
課
題
認
識

一般質問一般質問

こちらから視聴できます

毎年自治会が主催して開かれている敬老会

意見書の説明をする木村監査委員

　
令
和
７
年
度
決
算
に
関
し
、
監
査

委
員
か
ら
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

監
査
委
員
は
、
審
査
意
見
書
の

中
で
「
形
式
収
支
、
実
質
収
支
と
も

に
前
年
度
か
ら
大
幅
に
増
加
し
た

の
は
、
一般
会
計
で
収
入
し
た
ふ
る

さ
と
納
税
寄
附
金
８
億
９
０
４
１
万

円
を
陸
前
高
田
が
ん
ば
っ
ぺ
し
応
援

基
金
に
積
み
立
て
を
行
う
べ
き
と
こ

ろ
、
そ
の
処
理
を
失
念
し
た
た
め
で

あ
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
実
質
収
支
は

１
億
７
０
３
５
万
円
の
赤
字
と
な
り
、

実
態
に
即
し
た
決
算
数
値
と
は
言
い

難
い
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法
で
定

め
ら
れ
て
い
る
会
計
年
度
独
立
の
原

則
を
踏
ま
え
た
適
切
な
事
務
執
行
に

一層
留
意
さ
れ
た
い
」
と
指
摘
し
ま

し
た
。

　
今
定
例
会
に
お
い
て
、
新
た
な
試

み
と
し
て
、
議
選
監
査
委
員
と
の
決

算
審
査
意
見
書
に
関
す
る
意
見
交
換

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
議
選
監
査
委
員
と
は
、
議
員
の
中

か
ら
１
人
が
選
任
さ
れ
る
監
査
委
員

で
、
市
の
財
務
状
況
や
事
業
が
適

切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
監
査
す
る

役
割
を
担
い
ま
す
。
本
市
議
会
で
は
、

木
村
聡
議
員
が
選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
９
月
３
日
の
全
員
協
議

会
の
中
で
、
監
査
に
お
い
て
ま
と
め

ら
れ
た
決
算
審
査
意
見
書
を
も
と
に

意
見
交
換
を
行
い
、
決
算
審
査
を
よ

り
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
こ
の
取

り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
木
村
委
員
か
ら
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
寄
附
金
の
基
金
へ
の
積
み
立
て
漏

れ
の
問
題
に
関
す
る
見
解
や
、
実
質

単
年
度
収
支
の
赤
字
が
続
い
て
い
る

　

本
来
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

は
、
市
が
行
う
子
ど
も
支
援
の
た
め

の
事
業
や
給
付
型
奨
学
金
事
業
は

じ
め
10
事
業
を
行
う
た
め
に
全
国
か

ら
寄
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
７
年

度
は
総
額
８
億
９
０
４
１
万
円
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
８
年

度
に
行
う
10
事
業
の
た
め
の
財
源
と

な
る
も
の
で
し
た
。

　
し
か
し
、
が
ん
ば
っ
ぺ
し
応
援
基

金
に
積
み
立
て
る
は
ず
の
も
の
が
積

み
立
て
ら
れ
ず
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
よ
っ
て
繰
越
金
と
み
な
さ
れ
、

財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
ま

し
た
。

　
決
算
審
議
で
は
、
議
員
か
ら
も
制

度
に
則
っ
た
行
政
事
務
を
行
う
よ
う

求
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
と
へ
の
危
惧
、
近
年
減
少
し
て
い

た
市
債
残
高
が
増
加
に
転
じ
た
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
出
席
議
員
か
ら
は
、
歳
出
削
減
策

や
今
後
の
財
政
見
通
し
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
決

算
審
査
意
見
書
の
内
容
を
よ
り
深
く

理
解
す
る
と
と
も
に
、
市
の
財
政
状

況
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
認
識
を

共
有
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

監
査
委
員
が
指
摘

　
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
処
理
の
ミ
ス

議
選
監
査
委
員
と
決
算
審
査

意
見
書
に
関
し
意
見
交
換
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問問
残
渣
の
処
分
量
圧
縮
に
向
け

た
市
の
考
え
は
。

答
漁
業
者
に
は
可
能
な
限
り
動

物
性
と
植
物
性
の
分
別
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
、
植
物
性
は
市
内

の
肥
料
化
事
業
を
推
進
す
る
。一方
で
、

海
産
生
物
由
来
の
残
渣
は
海
に
戻
す

こ
と
を
可
能
と
す
る
方
策
を
国
・
県

な
ど
に
対
し
求
め
る
。

農
福
・
水
福
連
携
は

問問
農
福
・
水
福
連
携
に
よ
る
有

機
質
肥
料
の
生
産
振
興
は
。

答
全
国
的
に
先
進
的
で
価
値
の

あ
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
力

強
く
支
援
・
推
進
し
て
い
く
。

た
か
た
の
ゆ
め
は

問問
た
か
た
の
ゆ
め
の
販
売
促
進

へ
市
の
役
割
は
。

答
今
後
も
さ
ら
な
る
認
知
度
向

上
と
販
路
拡
大
に
取
り
組
む
。

問問
小
中
学
校
や
保
育
施
設
で
の

震
災
伝
承
と
防
災
教
育
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

答
通
常
の
避
難
訓
練
は
じ
め
、

登
下
校
時
を
想
定
し
た
訓
練
、

保
護
者
へ
の
引
き
渡
し
の
ほ
か
、
多
角

的
で
実
践
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
。
全
て
の
こ
ど
も
た
ち
が
防

災
へ
の
意
識
と
実
践
的
な
防
災
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

旧
脇
ノ
沢
駅
を
震
災
遺
構
に

問問
旧
Ｊ
Ｒ
脇
ノ
沢
駅
跡
地
を
震

災
遺
構
と
し
て
整
備
し
て
は
。

答
震
災
の
伝
承
の
た
め
に
有
効

で
あ
る
が
、
行
政
が
主
体
と

な
っ
て
の
整
備
は
計
画
し
て
い
な
い
。

県
記
念
事
業
に
協
力
は

問問
県
政
１
５
０
周
年
記
念
事
業

パ
レ
ー
ド
が
市
内
で
開
催
さ

れ
る
。
県
へ
の
協
力
は
ど
う
か
。

答
県
主
催
の
事
業
で
は
あ
る
が
、

で
き
る
こ
と
は
協
力
す
る
。

市
道
管
理
業
務
は

問問
道
路
包
括
管
理
業
務
の
基
本

的
考
え
は
。

答
市
と
民
間
事
業
者
が
連
携
し
、

イ
ン
フ
ラ
施
設
の
効
率
的
・

効
果
的
な
維
持
管
理
を
図
る
。

大
おお

坪
つぼ

　涼
りょうこ

子
（日本共産党）

こ
ど
も
の
防
災
教
育
は

　
実
践
的
な
取
り
組
み
を
実
施

問問
高
田
高
校
に
国
際
関
係
学
科

設
置
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答
約
３
年
間
に
わ
たっ
て
岩
手
県

に
対
し
協
議
、
要
望
を
行
っ

て
き
た
が
、
第
３
期
県
立
高
等
学
校

再
編
計
画
に
は
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ

た
。
達
増
知
事
に
は
、
高
校
の
無
償

化
に
よ
り
県
立
高
校
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
魅
力
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

存
続
が
厳
し
い
こ
と
を
伝
え
、
再
度

問問
ホ
タ
テ
・
イ
シ
カ
ゲ
ガ
イ
養

殖
の
貝
殻
や
海
藻
の
付
着
物

で
あ
る
残
渣
の
処
分
費
用
が
急
増
す

る
予
定
だ
。
市
の
対
応
は
。

答
当
面
の
間
、
残
渣
処
分
の
方

法
は
焼
却
に
よ
ら
ざ
る
を
得

ず
、
費
用
は
昨
年
度
よ
り
も
増
加
の

見
込
み
だ
。
市
は
、
引
き
続
き
処
理

費
用
に
対
す
る
支
援
に
努
め
る
。

高
田
高
校
に
国
際
関
係
学
科
の
設
置

を
要
望
し
た
。
知
事
か
ら
は
「
非
常

に
よ
い
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
」
と
の
返

答
だ
っ
た
。

脱
炭
素
の
取
り
組
み
は

問問 「太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
池

の
設
置
」「
電
気
小
売
契
約
の

切
り
替
え
」
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
た
が
結
果
は
ど
う
か
。

答
６
８
３
件
の
回
答
が
あ
っ

た
。「
設
備
を
設
置
済
み
」

が
25
％
。「
設
置
を
検
討
し
て
い
る
」

と
「
い
ず
れ
設
置
し
た
い
」
を
合
わ

せ
て
76
件
で
あ
っ
た
一
方
「
全
く
設

置
す
る
つ
も
り
が
な
い
」
が
２
４
３

件
。新
電
力
へ
の
切
り
替
え
で
は「
電

気
代
が
安
く
な
る
の
で
あ
れ
ば
考
え

る
」
が
お
よ
そ
半
数
だ
っ
た
。
情
報

提
供
を
希
望
し
た
１
９
５
件
の
人
た

ち
の
疑
問
に
丁
寧
に
答
え
、
脱
炭
素

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

大
おお

和
わ

田
だ

加
か

代
よ

子
こ

伊
い

勢
せ

　　純
じゅん

（日本共産党）

高
田
高
の
国
際
科
設
置
は

　
知
事
に
直
接
要
望
し
た

漁
業
残
渣
の
処
理
は

　
海
に
戻
せ
る
よ
う
国
県
へ
求
め
る

こちらから視聴できます

こちらから視聴できます こちらから視聴できます

問問
本
年
度
中
に
着
工
予
定
の
矢

作
コ
ミ
セ
ン
の
新
築
工
事
が
、

未
だ
に
始
まっ
て
い
な
い
理
由
は
。

答
財
源
と
し
て
見
込
ん
で
い
た

国
へ
の
交
付
金
申
請
が
、
不

採
択
と
な
っ
た
た
め
。
現
在
、
２
次

募
集
の
申
請
を
行
っ
て
い
る
。

問問
３
施
設
そ
れ
ぞ
れ
の
完
成
予

定
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

答
矢
作
コ
ミ
セ
ン
は
工
期
を
９
カ
月

程
度
と
見
込
む
こ
と
か
ら
、
工

事
完
了
は
来
年
度
に
な
る
。
二
又
診
療
所

は
来
年
６
月
を
、
消
防
屯
所
は
令
和
８

年
度
内
の
工
事
完
了
を
予
定
し
て
い
る
。

学
校
適
正
規
模
化
は

問問
複
式
学
級
の
増
加
と
学
校
の

小
規
模
化
が
進
行
す
る
現
状

で
、
小
中
学
校
の
再
編
に
つ
い
て
、
ど

う
考
え
る
の
か
。

答
こ
ど
も
の
数
や
学
校
規
模
だ

け
で
判
断
で
き
な
い
こ
と
も
考

慮
し
つ
つ
、
学
校
再
編
も
選
択
肢
の一

つ
と
し
て
、
こ
ど
も
達
に
と
っ
て
望
ま

し
い
教
育
環
境
を
第一に
考
え
慎
重
に

検
討
し
て
い
く
。

ト
ン
ネ
ル
の
進
捗
は

問問
新
笹
ノ
田
ト
ン
ネ
ル
の
早
期

事
業
化
に
向
け
て
の
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。

答
岩
手
県
は
工
事
の
方
法
等
を

固
め
、
国
土
交
通
省
に
対
し

技
術
面
や
予
算
面
で
の
支
援
を
期
待

し
な
が
ら
、
国
の
直
轄
権
限
代
行
事

業
に
よ
る
実
施
も
視
野
に
入
れ
た
検

討
を
進
め
て
い
く
も
の
と
思
う
。

伊
いとう

藤　明
あきひこ

彦

公
共
施
設
整
備
の
遅
れ
は

　
要
因
は
交
付
金
の
不
採
択

こちらから視聴できます

養殖漁業の課題である残渣（広田町）

登下校時の訓練に取り組む気仙小学校児童

高田高校に国際関係学科の設置を要望

３施設の予定地（矢作町）
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実
効
性
あ
る
経
済
的
支
援
を
盛
り
込

む
方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
は

問問
本
市
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の

活
用
状
況
は
ど
う
か
。

答
資
料
作
成
や
文
章
の
要
約

等
に
活
用
し
て
い
る
。
一方
、

行
政
事
務
を
全
て
代
替
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
職
員
の
判
断
を
補
助
す

る
手
段
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
重

要
と
認
識
し
て
い
る
。

問問
（
仮
称
）
防
災
大
学
校
誘
致

に
向
け
た
対
応
は
。

答
大
学
や
研
究
機
関
、
民
間
企

業
等
と
も
連
携
し
、
県
と一体

と
なっ
て
国
に
働
き
か
け
る
。

問問
こ
の
誘
致
活
動
は
本
市
の

新
た
な
取
り
組
み
で
あ
る
が
、

市
長
の
「
大
学
誘
致
」
と
の
か
か
わ

り
は
ど
う
か
。

答
選
挙
時
に
は
（
仮
称
）
防
災

大
学
校
に
つ
い
て
承
知
し
て

い
な
か
っ
た
。
公
約
の
大
学
誘
致
と

特
に
か
か
わ
り
は
な
い
。

熊
本
地
震
へ
の
支
援
は

問問
熊
本
地
震
の
被
災
地
へ
の
支

援
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。答

い
ま
だ
県
か
ら
応
援
職
員
派

遣
要
請
は
な
い
が
、
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。

独
自
の
物
価
対
策
は

問問
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
創
生
臨
時
交
付
金
は

１
１
８
０
万
４
千
円
と
少
額
だ
が
活

用
策
は
。

答
公
共
交
通
事
業
者
と
運
輸
・

交
通
事
業
者
へ
の
支
援
な
ど

に
予
算
計
上
し
た
。
今
後
も
国
・
県

の
動
向
を
注
視
し
、
実
効
性
の
高
い

支
援
策
の
具
体
化
に
努
め
る
。

防
災
大
学
校
の
誘
致
は

　
県
と一体
で
国
に
働
き
か
け
る

問問
今
泉
地
内
の
三
陸
沿
岸
道
路

に
設
置
さ
れ
て
い
る
緊
急
連

絡
路
の
災
害
時
の
門
扉
開
放
は
。

答
市
の
判
断
で
使
用
で
き
な
い

状
況
。
今
後
引
き
続
き
、
道

路
管
理
者
に
鍵
の
借
用
を
要
望
し
て

い
く
。問問

避
難
所
等
へ
の
冷
房
機
器
や

備
品
、
装
備
の
見
直
し
は
。

答
指
定
避
難
所
な
ど
に
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
42
台
を
整
備
す

る
。
ま
た
、
本
丸
公
園
へ
の
テ
ン
ト

問問
犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
た
人
に

対
す
る
支
援
の
た
め
、
全
国

の
自
治
体
で
条
例
の
制
定
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
本
市
で
も
制
定
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答
被
害
に
遭
っ
た
人
に
寄
り
添
い
、

尊
厳
と
権
利
を
守
る
姿
勢
を

明
確
に
示
す
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、「
陸
前
高
田
市
犯
罪
被
害
者

等
支
援
条
例
」
を
策
定
す
る
方
向
で

作
業
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問問
被
害
に
よっ
て
生
じ
た
医
療
費

や
休
業
に
よ
る
収
入
減
等
に

対
す
る
支
援
の
た
め
見
舞
金
を
支
給

す
る
自
治
体
が
あ
る
が
、
本
市
の
考

え
は
。答

本
市
が
犯
罪
被
害
者
支
援
の

た
め
に
実
施
し
て
い
る
支
援

調
整
会
議
に
お
い
て
も
、
精
神
的
苦

痛
等
か
ら
住
む
場
所
を
変
え
た
い
が
、

転
居
費
用
等
が
負
担
に
なっ
て
い
る
な

ど
の
具
体
的
な
要
望
が
あ
っ
た
。
条

例
の
中
で
転
居
費
用
の
助
成
を
含
め
、

や
投
光
器
な
ど
の
資
器
材
整
備
も
順

次
進
め
る
。

交
流
人
口
に
つ
い
て

問問
ホ
テ
ル
宿
泊
者
や
市
民
か
ら

飲
食
店
が
少
な
い
と
の
声
を

聞
く
が
ど
う
か
。

答
ア
ン
ケ
ー
ト
で
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
事
業
者
の
参
入
を
後
押

し
す
る
。

問問
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
ハ
イ
カ
ー

が
利
用
す
る
道
の
整
備
は
。

答
ル
ー
ト
を
巡
回
し
、
安
全
第

一
に
努
め
る
。

市
内
経
済
の
状
況
は

問問
厳
し
さ
が
増
す
市
内
経
済
状

況
の
把
握
は
ど
う
か
。

答
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
に

よ
り
、
事
業
者
の
経
営
状
況

を
把
握
し
て
い
る
。
得
た
情
報
を
も

と
に
支
援
制
度
の
検
討
を
行
う
。

佐
さ さ き

々木一
かずよし

義 佐
さ さ き

々木良
りょうま

麻
（とうほく未来創生）

三
陸
道
の
緊
急
連
絡
路
開
放
は

　
管
理
者
に
鍵
の
借
用
を
要
望

犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援
は

　
条
例
制
定
と
経
済
支
援
検
討

こちらから視聴できます

こちらから視聴できます こちらから視聴できます

問問
本
市
農
業
の
現
状
と
将
来
の

見
通
し
は
。

答
昨
年
度
か
ら
「
い
わ
て
農
業

生
産
強
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基

づ
き
、
県
と
連
携
し
て
大
規
模
園
芸

施
設
誘
致
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

設
立
し
、
農
業
法
人
誘
致
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
農
家
所
得
の
向

上
策
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
、
市
場
価
格
の
影
響
を
受
け
や

す
い
米
や
評
価
が
高
い
米
崎
り
ん
ご

を
中
心
に
出
品
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

問問
農
業
振
興
策
と
担
い
手
の
確

保
は
。

答
三
陸
地
域
で
営
農
を
希
望
す

る
農
業
法
人
と
の
調
整
を
進

め
て
お
り
、
受
け
入
れ
体
制
を
整

え
、
法
人
誘
致
に
努
め
る
。
ま
た
、

農
業
移
住
者
等
に
は
農
業
担
い
手
支

援
事
業
を
創
設
し
、
農
業
資
材
等
の

経
費
補
助
を
は
じ
め
、
就
農
希
望
者

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
、
後
継
者

確
保
に
努
め
る
。

問問
陸
前
高
田
型
農
業
の
具
体
的

な
モ
デ
ル
は
あ
る
の
か
。

答
農
業
経
営
基
盤
構
想
で
は
、

水
稲
に
果
樹
・
園
芸
作
物
を

組
み
合
わ
せ
た
複
合
経
営
の
モ
デ
ル

を
示
し
て
い
る
が
、
県
の
方
針
変
更

に
よ
り
、
基
本
構
想
も
見
直
し
、
実

践
的
で
現
状
に
即
し
た
「
陸
前
高
田

型
」
の
新
た
な
営
農
類
型
・
指
標
を

作
成
す
る
予
定
だ
。

菅
かんの

野　広
ひろき

紀 藤
ふじ

倉
くら

　泰
たい

治
じ

（日本共産党）

農
業
の
担
い
手
確
保
は

　
法
人
誘
致
な
ど
に
努
め
る

こちらから視聴できます

犯罪被害者等支援の啓発パネル展

震災の伝承に取り組む本市

今泉地区にある緊急連絡路

振興作物ピーマンの収穫作業（横田町）
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を
上
乗
せ
す
る
等
の
支
援
策
は
。

答
産
業
振
興
や
福
祉
等
の
観
点

か
ら
も
参
考
と
な
る
意
見
だ

が
、
現
時
点
で
直
接
的
な
金
銭
補
助

は
考
え
て
い
な
い
。

部
活
動
指
導
の
体
制
は

問問
部
活
動
の
専
門
指
導
者
不
足

に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

用
は
ど
う
か
。

答
安
全
で
安
定
的
な
運
営
に
指

導
者
確
保
は
重
要
。
専
任
の

採
用
は
困
難
だ
が
、
他
事
業
の
隊
員
が

経
験
や
専
門
性
を
生
か
す
な
ど
、
指

導
参
加
の
可
能
性
を
今
後
検
討
す
る
。

介
護
現
場
の
課
題
は

問問
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
閉
鎖
や

休
止
な
ど
、
現
状
の
認
識
は
。 

答
事
業
所
の
休
止
や
受
け
入
れ

制
限
が
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
維

持
に
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。

問問
市
外
へ
進
学
し
た
若
者
は
将

来
の
地
域
を
支
え
る
存
在
。

つ
な
が
り
を
確
保
し
在
学
中
か
ら
継

続
し
て
情
報
発
信
す
べ
き
で
は
。

答
高
校
卒
業
時
に
「
ふ
る
さ
と

住
民
登
録
制
度
」
の
専
用
ア

プ
リ
へ
登
録
を
促
し
、
地
元
の
担
い
手

募
集
の
情
報
を
発
信
す
る
な
ど
、
関

係
性
を
築
け
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

問問
進
学
し
た
学
生
が
帰
省
し
、観

光
や
農
漁
業
で
働
く
際
、時
給

木
き

村
むら

　　聡
あきら

（とうほく未来創生）

市
外
進
学
者
と
の
接
点
は

　
専
用
ア
プ
リ
で
情
報
発
信

こちらから視聴できます

帰省した学生が地域で働く際の支援を

つ
の
端
末
で
完
結
し
、
投
票
箱
へ

つ
の
端
末
で
完
結
し
、
投
票
箱
へ

の
移
動
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

の
移
動
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
県
で
は
電
子
投
票
を
導

　
な
お
、
県
で
は
電
子
投
票
を
導

入
し
て
い
な
い
の
で
、
来
年
秋
に

入
し
て
い
な
い
の
で
、
来
年
秋
に

予
定
さ
れ
て
い
る
市
議
選
と
県
知

予
定
さ
れ
て
い
る
市
議
選
と
県
知

事
、
県
議
の
同
日
選
挙
は
市
議
選

事
、
県
議
の
同
日
選
挙
は
市
議
選

が
電
子
投
票
、
県
知
事
、
県
議
選

が
電
子
投
票
、
県
知
事
、
県
議
選

が
手
書
き
投
票
に
な
る
見
込
み
で

が
手
書
き
投
票
に
な
る
見
込
み
で

す
。
す
。

　
市
選
管
で
は
今
後
市
内
各
地
区

　
市
選
管
で
は
今
後
市
内
各
地
区

で
の
説
明
会
や
体
験
会
の
開
催
な

で
の
説
明
会
や
体
験
会
の
開
催
な

ど
を
行
い
、
投
票
の
仕
方
な
ど
の

ど
を
行
い
、
投
票
の
仕
方
な
ど
の

周
知
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

周
知
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。タブレット端末で簡単に投票

　
陸
前
高
田
市
は
来
年
１
月

　
陸
前
高
田
市
は
来
年
１
月
3131
日日

告
示
、
２
月
７
日
投
開
票
の
市
長

告
示
、
２
月
７
日
投
開
票
の
市
長

選
・
市
議
補
選
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト

選
・
市
議
補
選
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
活
用
し
た
電
子
投
票
を
始

端
末
を
活
用
し
た
電
子
投
票
を
始

め
ま
す
。
今
期
定
例
会
で
電
子
投

め
ま
す
。
今
期
定
例
会
で
電
子
投

票
に
係
る
条
例
案
と
補
正
予
算
案

票
に
係
る
条
例
案
と
補
正
予
算
案

を
可
決
し
ま
し
た
。
東
北
の
自
治

を
可
決
し
ま
し
た
。
東
北
の
自
治

体
で
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で
す
。

体
で
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
数
時
間

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
数
時
間

か
か
っ
て
い
た
開
票
・
集
計
作
業

か
か
っ
て
い
た
開
票
・
集
計
作
業

の
時
間
の
大
幅
な
短
縮
と
作
業
に

の
時
間
の
大
幅
な
短
縮
と
作
業
に

従
事
す
る
職
員
の
負
担
軽
減
が
期

従
事
す
る
職
員
の
負
担
軽
減
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

待
さ
れ
ま
す
。

　
電
子
投
票
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

　
電
子
投
票
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
画
面
に
表
示
さ
れ
た
候
補
者
名

の
画
面
に
表
示
さ
れ
た
候
補
者
名

な
ど
を
タ
ッ
チ
ペ
ン
で
選
択
し
て

な
ど
を
タ
ッ
チ
ペ
ン
で
選
択
し
て

投
票
す
る
方
式
で
、
文
字
を
書
く

投
票
す
る
方
式
で
、
文
字
を
書
く

こ
と
が
難
し
い
人
で
も
簡
単
に
投

こ
と
が
難
し
い
人
で
も
簡
単
に
投

票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
選

票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
選

択
肢
の
中
か
ら
選
ぶ
た
め
、
書
き

択
肢
の
中
か
ら
選
ぶ
た
め
、
書
き

間
違
い
な
ど
に
よ
る
疑
問
票
や

間
違
い
な
ど
に
よ
る
疑
問
票
や

案
分
票
が
出
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、

案
分
票
が
出
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、

投
票
の
際
に
白
票
を
選
ぶ
こ
と
も

投
票
の
際
に
白
票
を
選
ぶ
こ
と
も

で
き
ま
す
。

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
長
選
と
市
議
補
選
の

　
ま
た
、
市
長
選
と
市
議
補
選
の

よ
う
に
複
数
の
選
挙
の
投
票
も
一

よ
う
に
複
数
の
選
挙
の
投
票
も
一

電
子
投
票
始
ま
り
ま
す

来
年
の
市
長
選
・
市
議
補
選
か
ら

　第３回定例会において、補正予算を
可決しました。令和８年度一般会計歳
入歳出にそれぞれ21億４７１６万円を
追加し、予算総額を２１９億９８１７万
円としました。
　歳出の主なものは、矢作コミセン新
築工事費の増に８５０３万円、緊急自
然災害防止対策事業工事費８０００万
円、災害復旧に計３９００万円、放課
後児童クラブの補助金増に２０７８万
円のほか、基金積立金の増（詳細は８
ページ）などです。

令和８年度一般会計補正予算（第３号）

災害復旧や自然災害に備える災害復旧や自然災害に備える

一般会計の主な補正予算項目
歳出（支出） （万円未満切り捨て）

項　　 目 補 正 額 補正の理由

コミュニティ施設整備事業費

市道改良舗装事業費

農業用施設単独災害復旧
事業費

公共土木施設単独災害復旧
事業費

道路橋梁単独災害復旧事業費

放課後児童健全育成事業費

8503万円

8000万円

300万円

2500万円

1100万円

2078万円

矢作コミセン新築
工事費の増

緊急自然災害防止
対策事業工事費

令和8年6月21日～
22日の大雨災害に
係る復旧

放課後児童クラブの
補助金増

請願審査 　請願第１号「子どもに寄り添う時間を確保するための、2027年度政府予算に係る意見書採
択の請願について」は教育民生常任委員会の審査を経て本会議に諮りました（18ページ参照）。
　採決の結果、全会一致で採択し、国等へ意見書を提出しました。

請　　願 請　願　の　趣　旨 結果

採
　 択

子どもに寄り添う時間を
確保するための、2027年
度政府予算に係る意見書
採択の請願について

早急な教職員不足の解消、誰もが働きやすい職場環境への改善、そして
教職員が子どもに寄り添う時間を確保するために、2027年度政府予算
編成において下記事項が実現されるよう、国の関係機関への意見書提
出を請願いたします。

小
・
中
学
校
の
学
級
編
成
標

準
を
30
人
に
す
る
こ
と
。複
式

学
級
の
解
消
や
基
準
の
引
き
下

げ
等
の
検
討
。

自
治
体
が
独
自
で
配
置
で

き
る
加
配
教
職
員
の
増
員
や
少

数
職
種
の
配
置
増
な
ど
教
職
員

定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

国
の
標
準
を
下
回
る
こ
ど

も
の
数
で
あ
っ
て
も
加
配
定
数

の
削
減
は
行
わ
な
い
こ
と
。

教
職
員
の
新
規
採
用
を
持

続
的
に
確
保
し
、専
門
性
を
発

揮
で
き
る
よ
う
必
要
な
財
政
措

置
を
講
じ
る
こ
と
。

自
治
体
の
働
き
方
改
革
実

行
に
必
要
な
予
算
措
置
を
講
じ

る
こ
と
。

意
見
書
で
国
等
に

求
め
た
こ
と意見書全文は

こちら

12345
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常任委員会 /活動ほうこく

 

所
管
事
務
調
査

　
総
務
常
任
委
員
会
は
９
月
25
日
、
市
役
所
で
「
市

消
防
本
部
と
市
消
防
団
と
の
連
携
」
及
び
「
避
難
所

運
営
時
に
お
け
る
課
題
」
に
つ
い
て
所
管
事
務
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
及
川
貴
美
人
消
防
長
は
、
本
市
の
消
防
団
員
数
が

昭
和
60
年
の
８
４
３
人
か
ら
令
和
８
年
に
は
４
７
３

人
に
減
少
し
、
団
員
の
高
齢
化
や
若
年
層
の
入
団
不

足
が
課
題
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
県
の
意
識
調
査
で

は
８
割
が
消
防
団
活
動
を
「
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
」

と
評
価
す
る一方
、
仕
事
や
家
庭
と
の
両
立
、
訓
練
・

行
事
な
ど
の
負
担
か
ら
８
割
以
上
が
団
員
に
な
り
た

く
な
い
と
す
る
現
状
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
市
消
防
本
部
は
消
防
団
の

報
酬
の
引
き
上
げ
や
運
転
免
許
取
得
費
の
補
助
、
安

全
装
備
の
充
実
、
行
事
の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
平
常
時
か
ら
消
防
本
部
と
消
防
団
幹
部
が

情
報
を
共
有
し
、
林
野
火
災
や
複
合
災
害
を
想
定
し

た
訓
練
も
進
め
て
い
る
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
災
害
が
多
様
化
・
激
甚
化
す
る
中
、
消
防

団
は
、
想
定
外
の
災
害
に
も
臨
機
に
対
応
で
き
る
組

織
で
あ
り
、
団
員
自
ら
が
企
画
・
立
案
し
、
活
動
の

魅
力
や
防
災
情
報
の
発
信
源
に
な
る
こ
と
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、「
消
防
本
部
と
し
て
も
全
面
的
に
バ
ッ

ク
アッ
プ
す
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
中
村
吉
雄
防
災
局
長
は
今
後
の
避
難
所
運
営
に
つ

い
て
、災
害
規
模
や
開
設
期
間
に
応
じ
た
複
数
の
ケ
ー

ス
を
想
定
し
、
避
難
所
の
開
設
数
、
市
職
員
配
置
、

住
民
参
加
の
範
囲
な
ど
を
段
階
別
に
整
理
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
指
摘
し
た
ほ
か
、
平
時
か
ら
市
関
係
部

局
や
地
域
住
民
、
民
間
団
体
な
ど
が
連
携
し
、
避
難

所
の
開
設
か
ら
生
活
再
建
へ
の
移
行
ま
で
を一体
的
に

捉
え
た
体
制
整
備
を
進
め
る
必
要
性
に
つ
い
て
話
し

ま
し
た
。

　
本
委
員
会
と
し
て
も
、
引
き
続
き
、
防
災
に
つ
い

て
調
査
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

消防団と避難所運営について現状を聴取

委 員 長　藤　倉　泰　治

副委員長　佐々木　一　義

　　　　　菅　野　広　紀

　　　　　伊　藤　明　彦

　　　　　鵜　浦　昌　也

総　務
所管事務調査

･ 会期中の所管事務調査について

･ 管外行政視察について

･市消防本部と市消防団との連携

 について

･ 避難所運営時における課題につ

 いて

25
９

３
９

（報告３件、人事案６件、執行前提案３件、条例6件、補正予算2件、決算6件、請願１件、議員発議1件）

報告1	 小学校特別教室エアコン設置工事の変更請
	 負契約に関する専決処分の報告について
報告２	 令和７年度陸前高田市健全化判断比率の
	 報告について
報告３	 令和７年度陸前高田市資金不足比率の報
	 告について
議案1	 教育委員会の委員の任命について
議案2	 人権擁護委員の候補者の推薦について
議案3	 人権擁護委員の候補者の推薦について
議案4	 人権擁護委員の候補者の推薦について
議案5	 人権擁護委員の候補者の推薦について
議案6	 公有水面の埋立てに関する意見について
議案7	 陸前高田市国民健康保険二又診療所新築
	 工事の請負契約締結について
議案8	 陸前高田市特定復興産業集積区域におけ
	 る固定資産税の課税免除に関する条例の
	 一部を改正する条例
議案9	 陸前高田市営農拠点施設条例の一部を改
	 正する条例
議案10	 陸前高田市企業立地奨励条例の一部を改
	 正する条例
議案11	 陸前高田市市営住宅条例の一部を改正す
	 る条例
議案12	 陸前高田市下水道条例の一部を改正する
	 条例
議案13	 陸前高田市議会議員及び陸前高田市長の
	 選挙における電磁的記録式投票機を用い
	 て行う投票に関する条例
議案14	 令和８年度陸前高田市一般会計補正予算
	 （第３号）

議案15	 令和８年度陸前高田市介護保険特別会計
	 補正予算（第２号）
議案16	 令和７年度陸前高田市一般会計歳入歳出
	 決算
議案17	 令和７年度陸前高田市国民健康保険特別
	 会計歳入歳出決算
議案18	 令和７年度陸前高田市後期高齢者医療特
	 別会計歳入歳出決算
議案19	 令和７年度陸前高田市介護保険特別会計
	 歳入歳出決算
議案20	 令和７年度陸前高田市水道事業会計決算
議案21	 令和７年度陸前高田市下水道事業会計決算
議案22	 教育長の任命について
議案23	 金成水源地浄水施設（機械・電気計装設備）
	 整備工事の請負契約締結について
請願1	 子どもに寄り添う時間を確保するための、
	 2027 年度政府予算に係る意見書採択の
	 請願について
発議３　こどもに寄り添う時間を確保するための、
	 2027 年度政府予算に係る意見書の提出
	 について

令和８年第３回定例会提出議案

教育長人事　に不同意
教育長の辞任に伴い最終日に追加提案
された、議案第 22 号「教育長の任命
について」は、本会議での質疑終了後、
３人による反対討論を経て、採決の結
果、賛成少数で不同意としました。

 ※「〇」は賛成、「×」は反対、「議」は議長のため採否に参加せず。 【採決状況表（賛否が分かれた議案のみ）】

その他の議案は全会一致で可決

 

佐
々
木
良
麻

菅
野
秀
一
郎

小
林　
　

卓

木
村　
　

聡

大
和
田
加
代
子

伊
勢　
　

純

佐
々
木
一
義

大
坂　
　

俊

菅
野　

広
紀

大
坪　

涼
子

福
田　

利
喜

藤
倉　

泰
治

伊
藤　

明
彦

鵜
浦　

昌
也

及
川　

修
一

議案第12号 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 議
議案第22号 × × ○ × ○ × × ○ ○ × ○ × × × 議
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常任委員会 /活動ほうこく

委 員 長　菅　野　秀一郎

副委員長　伊　勢　　　純

　　　　　木　村　　　聡

　　　　　大和田　加代子

　　　　　大　坂　　　俊

産業建設

常任委員会 /活動ほうこく

  

所
管
事
務
調
査

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
９
月
25
日
、市
役
所
で

「
カ
キ
の
へ
い
死
等
の
状
況
に
つ
い
て
」
を
調
査
し

ま
し
た
。

　

近
年
、
深
刻
化
し
て
い
る
養
殖
カ
キ
の
へ
い
死

の
状
況
を
含
め
、
水
産
物
生
産
量
の
推
移
や
水
質

調
査
・
海
水
温
の
比
較
な
ど
に
つ
い
て
、
本
市
水

産
課
の
青
山
豊
英
課
長
と
中
川
健
司
係
長
の
ほ
か
、

参
考
人
の
広
田
湾
漁
協
販
売
課
の
伊い

藤と
う

博ひ
ろ

治じ

課
長

か
ら
概
要
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
説
明
に
よ
る
と
、
広
田
湾
で
の
カ
キ
の
生
産
量

は
、
令
和
４
年
を
ピ
ー
ク
に
昨
年
ま
で
は
減
少
傾

向
に
あ
る
が
、
本
年
は
へ
い
死
の
状
況
が
少
な
く
、

好
転
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
昨
年
に

比
べ
海
水
温
も
低
く
、
出
荷
が
本
格
化
す
る
11
月

以
降
も
期
待
で
き
る
そ
う
で
す
。

　
本
委
員
会
は
、
水
産
業
の
課
題
に
関
し
貝
毒
の

問
題
か
ら
、
継
続
的
に
調
査
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
依
然
と
し
て
原
因
究
明
さ
れ
て
い
な
い
カ
キ
の

へ
い
死
に
つ
い
て
、
養
殖
現
場
に
お
い
て
も
調
査
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

  

現
地
調
査

　
同
日
、
気
仙
町
内
で
カ
キ
養
殖
の
現
状
に
つ
い

て
生
産
者
８
人
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
２
、３
年
前
か
ら
へ
い
死
が
増
え
、
５
割
か
ら

６
割
程
度
の
出
荷
に
留
ま
っ
て
お
り
、
経
営
は
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
へ
い
死

の
原
因
は
広
田
湾
特
有
の
可
能
性
も
あ
り
、
国
や

県
レ
ベ
ル
で
の
調
査
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
産
業
に
密
着
し
た
情
報
が
得
ら
れ
、
現

地
調
査
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
ほ
か
、
カ
キ
殻

な
ど
の
残
渣
処
理
な
ど
、
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
、

引
き
続
き
調
査
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

カキ生産者と意見交換（気仙町）

所管事務調査

･ 会期中の所管事務調査について

･カキのへい死等の状況について

･ 空き家対策の推進に関する政策提

 言について

･ 管外行政視察について

25
９

３
９

所管事務調査

･ 陸前高田市こども基本条例に係る

　リーフレットについて

･こどものウェルビーイングに根ざし

　た教育施策及びこども支援の在り

　方について

･ 会期中の所管事務調査について

･ 管外行政視察について

･ 請願第１号

　子どもに寄り添う時間を確保するため

　の、2027年度政府予算に係る意見書採

　択の請願について

･ 管外行政視察について

10
８

25
９

25
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所
管
事
務
調
査

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
は
、調
査
テ
ー
マ
を
「
こ

ど
も
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
」
と
し
て
い

ま
す
。
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
、
身
体
的
・
精

神
的
・
社
会
的
に
良
い
状
態
で
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
知
見
を
深
め
、
他
自
治

体
の
取
り
組
み
等
を
学
ぶ
た
め
、
８
月
10
日
に
市

庁
舎
で
宮
城
教
育
大
学
の
本ほ
ん

図ず

愛ま
な

実み

教
授
を
講
師

に
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
に
は
、
委
員
外
議
員
の
ほ
か
、
本
市
教

育
委
員
会
か
ら
も
職
員
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。（
詳
細
は
20
ペ
ー
ジ
）

  

請
願
審
査

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
請
願
第

１
号
「
子
ど
も
に
寄
り
添
う
時
間
を
確
保
す
る
た

め
の
、
２
０
２
７
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書

に
つ
い
て
」
は
、
９
月
25
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
請
願
者
か
ら
は
、
こ
ど
も
を
取
り
巻
く
課
題
が

深
刻
化
す
る
一
方
、
教
員
不
足
な
ど
で
こ
ど
も
一

人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
時
間
が
十
分
に
確
保
で
き

な
い
状
況
に
あ
り
、
教
職
員
の
増
員
が
必
要
で
あ

る
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
ど
も
に
寄

り
添
う
時
間
を
確
保
す
る
た
め
、
学
級
編
成
基
準

を
30
人
に
引
き
下
げ
る
こ
と
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
や
教
員
の
働
き
方
改
革
を
実
行
す
る
た

め
に
国
の
予
算
措
置
を
求
め
る
こ
と
な
ど
、
請
願

の
趣
旨
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
で
は
、
委
員
か
ら
、
こ
ど
も
た
ち
の
成
長

に
は
教
員
が
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
り
、
教
職
員
の
増
員
に
取
り
組
む
べ
き

と
の
意
見
や
職
場
環
境
の
改
善
を
進
め
、
教
員
の

な
り
手
不
足
解
消
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
出
席
委
員
全
員
一
致
で
「
採
択
す

べ
き
も
の
」
と
決
し
ま
し
た
。

委 員 長　佐々木　良　麻

副委員長　大　坪　涼　子

　　　　　小　林　　　卓

　　　　　福　田　利　喜

　　　　　及　川　修　一

教育民生

9
3

請願内容について当局から説明
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を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
研
修
で
は
、
こ
ど
も
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
が
必
要
と
さ
れ
て
き
た
社
会
的

背
景
や
こ
ど
も
の
状
態
を
把
握
す
る
た

め
の
デ
ー
タ
の
活
用
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
支
援
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

本
図
教
授
は
「
こ
ど
も
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
に
は
、
こ
ど
も
た

ち
が
意
見
を
持
ち
、
主
体
的
に
学
習
で

き
る
環
境
の
整
備
が
重
要
」
と
強
調
し
、

全
国
で
こ
ど
も
の
主
体
性
を
育
む
教
育

の
実
施
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が

多
様
化
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
新
た
な
課
題
を

は
じ
め
、
複
合
的
な
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
の
阻
害
要
因
が
生
じ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
教
育
だ
け
で
な
く
福
祉
、
医
療
、

地
域
社
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が

連
携
し
て
こ
ど
も
を
支
え
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
改
め
て
認
識
す
る
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
は
、
令
和
７

年
９
月
か
ら
令
和
９
年
８
月
ま
で
の
今

期
の
調
査
テ
ー
マ
を
「
こ
ど
も
の
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上
に
つ
い
て
」
と
定

め
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
８
月
10
日
、
宮
城
教

育
大
学
の
本ほ
ん

図ず

愛ま
な

実み

教
授
を
講
師
に
招

き
、
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
、
身
体

的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
良
い
状
態
に

あ
り
、
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
状
態
を
指
す
考
え
方
で
す
。
国

の
こ
ど
も
大
綱
で
も
、
す
べ
て
の
こ
ど

も
・
若
者
が
身
体
的
・
精
神
的
・
社
会

的
に
幸
福
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
の
実
現

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
こ
の

研
修
会
で
学
ん
だ
内
容
を
も
と
に
、
こ

ど
も
が
主
体
的
に
地
域
や
社
会
に
関
わ

る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い

て
、
さ
ら
な
る
調
査
・
研
究
に
取
り
組

み
、
新
た
な
提
言
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教育民生常任委員会研修会
こどものウェルビーイング

向上について学ぶ 

講師の本図愛実氏

委員外の議員や市教育委員会職員も参加

　
奥
州
市
、大
船
渡
市
、本
市
の
三

市
議
会
に
よ
る
議
員
研
修
会
は
８
月

18
日
、本
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。「
デ
ジ
タ
ル
技
術

と
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
新
し
い
災
害
情

報
伝
達
手
段
の
必
用
性
」
と
題
し
、

本
市
防
災
局
の
中
村
吉
雄
局
長
が
シ

ン
・
オ
ー
ト
コ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
シ
ン
・
オ
ー
ト
コ
ー
ル
は
有
事
の

際
、あ
ら
か
じ
め
登
録
し
た
住
民
に

自
動
で
電
話
を
掛
け
、Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
音
声
認
識
に
よ
り
、避
難
の
状

況
や
安
否
情
報
等
の
返
答
を
文
字
化

し
て
集
約
す
る
シ
ス
テ
ム
。

　
中
村
局
長
は
、こ
れ
ま
で
は
災
害
時

に
防
災
行
政
無
線
を
使
っ
て
市
民
に

情
報
を
伝
え
て
き
た
が
、放
送
内
容
が

聞
き
取
れ
な
い
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、

電
話
に
よ
る
伝
達
の
手
法
を
思
い
つ

い
た
こ
と
な
ど
の
開
発
経
緯
を
説
明
。

オ
ー
ト
コ
ー
ル
に
よ
り
市
職
員
の
省

力
化
と
導
入
コ
ス
ト
の
低
廉
化
を
実

現
し
た
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、一
般
の
電
話
回
線

を
利
用
す
る
の
で
、発
信
制
限
な
ど

が
生
じ
れ
ば
シ
ス
テ
ム
が
利
用
で
き

な
か
っ
た
り
、１
秒
間
に
発
信
で
き

る
回
線
数
が
４
回
線
の
た
め
、登
録

者
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
時
間
差
が

発
生
す
る
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
他
市
議
会
の
議
員
か
ら
は
「
本
市

で
も
導
入
に
向
け
て
検
討
す
べ
き
」

と
い
っ
た
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　
本
市
議
会
は
７
月
18
日
、昨
年
に
続
き
今
年
も
チ
ャ
オ

チ
ャ
オ
陸
前
高
田
道
中
お
ど
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
及
川
修
一
議
長
を
先
頭
に
陸
前
高
田
市
議
会
の
横
断
幕
を

掲
げ
、「
チ
ャ
オ
チ
ャ
オ
陸
前
高
田
」や「
高
田
音
頭
」な
ど
の
曲

に
合
わ
せ
て
踊
り
歩
き
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、高
田
町
市
街
地
の
ほ
ん
ま
る
公
園
通
り
を

会
場
に
行
わ
れ
て
お
り
、毎
年
市
内
の
各
地
区
や
地
元
企
業

な
ど
各
種
団
体
が
参
加
し
て
い
ま
す
。東
日
本
大
震
災
で
中

断
し
て
い
ま
し
た
が
、令
和
６
年
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
国
際
交
流
協
会
を
通
じ
た
参
加
者
も
多
く
、大
い

に
賑
わ
い
ま
し
た
。市
内

の
地
域
ご
と
の
参
加
も
見

ら
れ
、チ
ャ
オ
チ
ャ
オ
の

復
活
が
各
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
の

結
束
に
大
切
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
様
子
が
伝

わ
り
ま
し
た
。

　
本
市
議
会
と
し
て
も
、

本
来
の
議
員
活
動
の
ほ

か
、こ
の
よ
う
な
催
し
に

積
極
的
に
参
加
し
、市
民

に
親
し
ま
れ
る
活
動
を
展

開
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。ま
た
、10
月

24
日
と
25
日
に
行
わ
れ
る

本
市
産
業
ま
つ
り
に
も
参

加
予
定
で
す
。

３
市
議
会
で
本
市
防
災
学
ぶ

奥
州
・
大
船
渡
・
陸
前
高
田
市
議
会
議
員
研
修
会

チャオチャオ陸前高田道中おどり
議会として今年も参加

講演する中村局長
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来年の市長選・市議補選から○○投票が始まります。
○の中にはどんな漢字が入るでしょうか？　

クイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号を記入の上、ハガキ、FAX、メールのいずれかで応募して
ください。また市議会だよりを読んだ感想、市議会への意見・要望などを必ず記入してください。
正解者の中から抽選で５人の方に粗品をお送りします。（当選者の発表は発送をもって代えさせて
いただきます。） ※いただいた意見要望等は次回の市議会だよりに掲載することがあります。

応
募
方
法

議会だより第137号クイズの答え
答え 広 田

〒029-2292  陸前高田市高田町字下和野100   陸前高田市議会事務局 宛
ＦＡＸ 0192-53-1210　 ＭＡＩＬ こちらのメール送信フォームをご利用ください。
令和８年１１月１８日（当日消印有効）

あ て 先

しめきり

ロープブリッジの救助を体験！
８月23日に消防・防災フェスタ2026がアバッセ
たかた周辺で開催されました。救助体験のほか、
放水体験をする親子連れも多く見られました。

市議会では、広くご意見をうかがうため、
市民のみなさまへクイズを出しています。
第137号のクイズの答えとともに寄せら
れたご意見の一部を紹介します。

議会だよりクイズ?

議会と市民の交流コーナー議会と市民の交流コーナー

表紙の写真

暑い中、草刈りしてくれる人に
感謝しています。草刈りしている
地域とそうでない地域があって
疑問を感じます。
　（広田町 女性  70代）

今まで使っていたショートステイが
なくなり、8月から少し離れた施設
に行かねばならず不便です。
　　　（広田町 男性  80代）

議会だよりを議員自ら編集、
作成していることをもっと強調
して紹介してもいいのでは。
　（市外 男性  30代）

自然災害が多く全国の
どの市・町も大変です。
（矢作町 女性  70） 学生さんの傍聴体験を

増やしてください。
（広田町 女性  40代）

チャオチャオ道中踊りに議員が
参加して嬉しいです。率先して
地域を盛り上げていってほしい
です。 （高田町 女性  80代）

市議会だよりには地域に密着
した内容や議員の活動が分か
りやすく記載してあります。
今後も楽しみながら読みたい
と思います。
　　（小友町 女性  70代）

５月29日に議場を訪れたのは○○小学校の児童たちです。
○の中にはどんな漢字が入るでしょうか？

　
大
船
渡
市
議
会
、住
田
町
議
会
、

本
市
議
会
の
議
員
で
構
成
す
る
気
仙

地
区
議
会
議
員
協
議
会
の
総
会
は
８

月
26
日
、大
船
渡
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で

行
い
、対
県
要
望
10
項
目
を
承
認
し

ま
し
た
。研
修
会
で
は
「
山
林
火
災

へ
の
対
応
に
つ

い
て
」
と
題
す

る
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
対
県
要
望
項

目
は
、大
船
渡

市
３
件
、陸
前

高
田
市
２
件
、

住
田
町
２
件
、

会
長
提
出
の
３

件
。具
体
的
に

は
、大
規
模
林

野
火
災
に
関
係

し
た
森
林
再
生

支
援
、海
洋
環

境
の
変
動
に
よ

る
養
殖
業
支
援
、

鳥
獣
被
害
対
策
、

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
実
現

な
ど
と
し
ま
し

た
。

　
続
く
研
修
会
は
、大
船
渡
市
総
務

部
危
機
防
災
対
策
課
の
伊
藤
晴
喜

課
長
が
登
壇
。昨
年
２
月
に
発
生
し

た
林
野
火
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、

「
山
林
火
災
は
地
表
が
燃
え
る
ケ
ー

ス
が
多
い
が
、樹
木
も
燃
え
る
樹
冠

火
に
拡
大
す
る
と
被
害
面
積
が
大

き
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
」と
強
調

し
、強
風
時
に
は
特
に
注
意
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、隣
近
所
に
声
を
掛
け
合
う

な
ど
、自
助
と
共
助
に
よ
る
避
難
行

動
が
有
効
だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
振

り
返
っ
た
ほ
か
、近
隣
市
町
へ
の
協

力
に
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
な
お
、こ
れ
に
先
立
ち
、気
仙
地

区
議
会
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
誘
致

推
進
議
員
連
盟
の
総
会
を
行
い
、今

後
も
国
や
県
に
対
し
誘
致
実
現
を

求
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

い
と
う
　
は
る
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

じ
ゅ
か
ん

 

か

対
県
要
望
項
目
10
項
目
を
承
認

　
令
和
８
年
７
月
以
降
市
当
局
か
ら

提
出
さ
れ
た
案
件
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

７
月
１6
日

◎
令
和
８
年
度
岩
手
県
に
対
す
る
要

望
の
実
施
に
つ
い
て

８
月
21
日

◎
高
田
第
一
中
学
校
・
高
田
高
校
生

徒
向
け
バ
ス
路
線
の
実
証
運
行
に

つ
い
て

９
月
３
日

◎
東
日
本
大
震
災
１5
年
復
興
祈
念
感

謝
式
及
び
市
制
施
行
70
周
年
記
念

式
典
に
つ
い
て

９
月
29
日

◎
岩
手
県
政
１
５
０
周
年
記
念
パ

レ
ー
ド
に
つ
い
て

全
員
協
議
会

気
仙
地
区
議
会
議
員
協
議
会
総
会

議会だよりとともにYouTubeをご覧になり
ませんか。
一般質問などの見比べも含め、皆さまの
ご意見をお待ちしております。
※市ホームページ→市議会→音声中継
（YouTube陸前高田市議会）をクリックする
と陸前高田市議会のチャンネルに移動し視
聴したい会議を選んでご覧いただけます。

配信のお知らせ

山林火災への対応について聴講する2市1町の議員
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昔
日
、本
市
の
災
害
Ｆ
Ｍ
で
ラ
ジ

オ
番
組
を
担
当
し
て
お
り
、な
ん
の

因
果
か
大
船
渡
の
Ｆ
Ｍ
ね
ま
ら
い
ん

で
も
マ
イ
ク
を
前
に
し
た
こ
と
が
あ

る
。都
合
５
年
ほ
ど
パ
ー
ソ
ナ
リ
ティ

と
い
う
モ
ノ
を
務
め
た
。

　
そ
の
際
、一
番
不
安
だ
っ
た
こ
と
は

「
果
た
し
て
、こ
ん
な
放
送
を
聴
い
て

い
る
人
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
」と
い
う

こ
と
。そ
れ
ゆ
え
ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
、生
放
送
と
、あ
ら
ゆ
る
双
方

向
を
模
索
し
た
。

　「
聴
こ
え
て
ま
す
か
？
」そ
り
ゃ
、ラ

ジ
オ
で
言
っ
て
も
、聴
い
て
る
人
し
か

わ
か
ら
な
い
。聴
い
て
る
人
は
、嬉
々

と
し
て「
聴
こ
え
て
る
よ
！
」と
応
答

し
て
く
れ
る
、か
も
し
れ
な
い
。し
か

し
、こ
れ
で
終
わ
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
。聴

い
て
な
い
人
に
ど
う
声
を
伝
え
る
か
。

コ
コ
が
一
番
大
事
だ
と
思
っ
て
捲
し

立
て
て
い
た
。

　「
議
会
だ
よ
り
」皆
さ
ん
読
ん
で
く

れ
て
ま
す
か
？
今
年
の
秋
も
、10
月

24
と
25
日
の
産
業
ま
つ
り
、市
議
会

ブ
ー
ス
で
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。私
は
席
を
外
し
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、あ
し
か
ら
ず…

。 （
秀
）

印
刷
／
タ
ク
ミ
印
刷
有
限
会
社

議
会
だ
よ
り
編
集
小
委
員
会

　
委
員
長 

福
　
田
　
利
　
喜

　
副
委
員
長 

大
和
田
　
加
代
子

　
委
　
　
員 

佐
々
木
　
良
　
麻

　
　  

同 

菅
　
野
　
秀
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がんばってます！ 市内の団体や個人を紹介します。

　「お酒は、ものづくり」と高校時代に思い立った
私は、東京農業大学へ進み、醸造を学びました。
　その後、関東の酒蔵で８年勤め、平成19年秋
から酔仙に入社しました。現在は、醸造計画を立
て、いつ、何を、どのようにつくるかを働く人たち
に伝えることが私の仕事です。そして、米の出来
具合や天候などにより、もろみをコントロールす
るための指示を出して酒造りをしています。
　もろみの中では色々な反応が起きていて、分
からないこともあります。でも、現代の学問で発
酵の理屈が解明されてくると、先人たちの言葉と
しっかり噛み合う瞬間があります。また、個人の
勘とコツで造るのではなく、現状を正確に判断し
て進めていくことが現場では重要です。
　一番大変だったのは大震災。千廐の蔵をお借
りし、社を代表する「雪っこ」にみんなで取り組み
ました。復興にがんばったすべての人がそうだっ
たと思いますが、当時はあまりにも目まぐるしく、
その記憶は断片的です。
　一番嬉しいのは、「おいしい」と言葉をもらった
時です。杜氏となってからは気になるもろみの手

入れなどに追われ、高田の飲食店に顔を出せな
いのが残念です。
　教育委員会の出前授業で市内中学校に出かけ
ています。こどもたちに、お酒にこだわらず発酵
のことをもっと伝えていきたいと思っています。

　地域の企業は魅力的でなければと思っていま
す。施策はいろいろあると思いますが、企業と一
緒になって、まちに人が残るようにがんばってほ
しい。

酔仙酒造株式会社 取締役・杜氏

金 野  泰 明 さん
こんの　　    やすあき

　金野泰明さん（小友町・50才）は、酔仙酒造株式会社

で造り手の最高位である杜氏として働いています。登

記上の本社の所在地は、現在も震災前と同じ陸前高田

市。移転先の大船渡工場で働く金野さんは「発酵は理

屈として分かっている部分は良いが、分からないことも

ある」と謙虚に仕事の奥深さを追求しています。仕事や

陸前高田市への夢などを伺いました。

第26回

議会へのひとこと

杜氏として手がけた製品が数々の賞を受賞
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